




































要約

1.不妊で長い間悩んでいる女性の目を通して、不妊相談の在り方を検討した。その結果、

不妊相談は、医療相談、治療相談で完了するものではないこと、子どもが産まれれぱ  不

妊の悩みが解決するわけではなく、続発不妊という新たな問題を抱えることになること、

不妊相談の目的は、(1)安心して話せる場の提供、(2)問題整理の援助、(3)自己決定の援

助にあることなどを明らかにした。

2.不妊相談を受けるに望ましい人材とは、(1)カウンセリングについての知識、経験があ

ること、更に不妊の心理についての十分な理解と共感が得られる人であることが重要であ

り、その候補者としては産婦人科医、臨床心理士、精神科医、看護職、不妊を経験してき

た当事者などが考えられるが、それぞれに一長一短がある。また、望ましくない人材とし

ては、不妊の心理に理解がない人、産んだ女性、男性などが挙げられる。

3.不妊専門相談センター設置場所については、病医院、保健所、保健センター、女性セン

ターや婦人会館、民間の女性健康支援団体などがあるが、ぞれぞれに一長一短があること

は言うまでもない。ただ、不妊相談の目的が治療だけにこだわるものでなければ、民間の

女性支援施設などが適当。

4.不妊ホットラインの実際を通して、不妊女性の抱える様々な問題を明らかにした。相談

を受けることのできる一日あたりの件数は 30 件程度にしか過ぎないが、その背後に、4

千を超える着信があり、不妊相談への社会的ニーズを知るとともに、その相談事例から、

現代の不妊カップルの抱える悩みが複雑多岐にわたっている。

5.不妊相談に必要な情報の収集と実用的な『不妊相談のための手引き』作成の準備を行う

とともに、全国の不妊専門相談センターで活用できる不妊治療施設をまとめるための調査

表作成を行った。


